
歴史的建築物の活用に向けたファンド等資金収集手法の検討

Ｈ２４ 歴史的風致維持向上推進等調査の成果例⑧

・ 東海道宿場町に残る町家の改修に向けて、まちづくりファンドの手法でその資金を収集する可能性
について、行政職員や地域活動家等で組織する団体が調査を実施。

■調査実施地域：愛知県岡崎市 ■調査実施者：任意団体「藤川地区景観まちづくりファンド推進協議体」＜調査概要＞

・ ファンドとは何かについての地域住民との勉強会を経て意識醸成プロセスに係る知見を得つつ、ア
ンケート調査から寄付意向の傾向や資金収集規模を把握。さらなる工夫が必要であること、寄付は
呼び水的規模となる等、改修利活用事業の検討本格化に向けた前提条件が明らかになった。

＜調査内容＞ ■改修方法・費用の検討

■寄付方式の検討
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収集方法導入の必
要性等も明らかに
なった。

宿泊体験」を希望する回答割合が宿場町のある旧市街から離
れた地域で高くなる傾向が見られた。今後、小学校区外を対象
にさらなる資金収集を目指す場合、改修した町家での宿泊体
験利用イメージを打ち出すことで好反応を得られる可能性が示
唆された。


